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四半期報告書の訂正報告書 
 
 
 

本書は、ＥＤＩＮＥＴ(Electronic Disclosure for Investors' NETwork)システ 
ムを利用して金融庁に提出した有価証券報告書の訂正報告書の記載事項を、紙 
媒体として作成したものであります。 
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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】 
2020年11月13日に提出いたしました第76期第３四半期（自 2020年７月１日 至 2020年９月30日）四半期報告書の記
載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。 
  
２ 【訂正事項】 
第一部 企業情報 
第３ 提出会社の状況 
１ 株式等の状況 
(4) 発行済株式総数、資本金等の推移 

 

３ 【訂正箇所】 
訂正箇所は  を付して表示しております。 

 

第３【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

 

（訂正前） 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金 
増減額 
（百万円） 

資本準備金 
残高 

（百万円） 

2020年7月31日 
（注） 

A種優先株式 
    △５ 
B種優先株式 
    △９ 

普通株式 
52,056,993 

− 100 − 25 

（注）2020年７月 30日開催の取締役会決議に基づき、2020年７月 31日付でＡ種優先株式５株及びＢ種優先株式９株の
取得及び消却を行っております。 
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（訂正後） 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金 
増減額 
（百万円） 

資本準備金 
残高 

（百万円） 

2020年7月31日 
（注）１ 

A種優先株式 
    △５ 
B種優先株式 
    △９ 

普通株式 
52,056,993 

− 100 − 25 

（注）１．2020年７月 30日開催の取締役会決議に基づき、2020年７月 31日付でＡ種優先株式５株及びＢ種優先株式９
株の取得及び消却を行っております。 

２．2018年２月 26日提出の臨時報告書に記載いたしました「２【報告内容】 ９．手取金の総額並びに使途ごと
の内容、金額及び支出予定時期 （２）手取金の使途ごとの内容、金額及び支出予定時期」について下記のと
おり一部変更が生じております。 

 

（１）変更理由 
当社は、2018年３月30日付で地域中核企業活性化投資事業有限責任組合（以下「REVIC ファンド」といい
ます。）に対して、第三者割当増資の手法により総額70億円の本優先株式を発行いたしました。REVIC 
ファンドより調達した資金の具体的な使途としては、①ＥＣプラットフォーム構築等に係るシステム投資、
②ブライダル事業、子育て支援事業等のサービス事業等の拡大及び通信販売事業とのシナジー創出に向け
たＭ＆Ａを含む新規投資とし、調達資金の活用を検討してまいりました。しかしながら、当社は2018年 
10月26日に、中期経営計画の見直しにおいて通信販売事業の収益悪化に⻭⽌めをかけることを⽬的とした
抜本的な事業構造改革を当社の最優先課題とすることを公表し、事業規模の適正化やオペレーション改革
に注力してまいりましたため、当初の資金使途に係る投資につきましては、鋭意検討を進めてまいりまし
たものの、その大半は具体的な投資には至っておらず、本優先株式の発行時に予定していた資金使途への
充当は少額にとどまっております。 
このような状況下において、当社は本投資契約を変更し、REVICファンドによる当社定款の定めに基づく
本取得請求権の行使に応じ、金銭を対価として本優先株式を取得すること、本優先株式の取得を条件とし
て消却を行うことになりましたことから、REVICファンドへの第三者割当増資により調達した資金の未充
当部分については、当初の資金使途を変更し、本優先株式の取得資金の一部に充当することといたします。 
 

（２）変更内容 
【変更前】 
差引手取概算額6,725百万円につきましては、①ベルメゾン事業の専門店化構想を支えるＥＣプラットォー
ム構築等に係るシステム投資に3,500百万円、②ブライダル事業、子育て支援事業の拡大、通信販売事業と
のシナジー創出に向けた新規投資に3,225百万円を充当することを予定しております。 
【充当状況及び変更後の内容】 
変更前に計画しておりました資金使途につきましては、主として、①ベルメゾン事業の専門店化構想を支え
るＥＣプラットフォーム構築等に係るシステム投資資金として530百万円、②ブライダル事業の新店投資等
1,475百万円、子育て支援事業の新園投資に206百万円をこれまで充当しております。 
未充当の4,441百万円につきましては、2020年７月30日開催の取締役会決議に伴い、当初の資金使途を変更
しREVICファンドが所有する本優先株式の取得資金の一部に充当することといたします。 
 

 

 

 

 

 

 


